
Ｐ２〜９

Ｐ16〜17

Ｐ19

…令和２年度の予算可決

…車座集会６会場からそれぞれの声を

…議会広報モニターいよいよ始動

入園おめでとう！未来を担うこどもたち
岸幼稚園の新入園児（関連記事は裏表紙に）

№ 2 0 1 　 令 和 ２ 年 ５ 月 １ 日 来て!見て!住んで!来て!見て!住んで!

Yamakita
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令
和
２
年
第
１
回
定
例

会
を
３
月
３
日
か
ら
16
日

ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
な
議
題
は
、
令
和
２

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

計
予
算
、
条
例
改
正
、
補

正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど

35
案
件
を
審
議
し
ま
し

た
。
予
算
審
議
は
、
議
長

を
除
く
13
名
の
議
員
に
よ

る
予
算
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
２
日
間
に
わ
た
り

白
熱
し
た
質
疑
が
出
さ

れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
６
人
の
議

員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

（
一
般
質
問
は
10
ペ
ー
ジ

か
ら
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

令
和
２
年
第
１
回
定
例

会
を
３
月
３
日
か
ら
16
日

ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
な
議
題
は
、
令
和
２

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

計
予
算
、
条
例
改
正
、
補

正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど

35
案
件
を
審
議
し
ま
し

た
。
予
算
審
議
は
、
議
長

を
除
く
13
名
の
議
員
に
よ

る
予
算
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
２
日
間
に
わ
た
り

白
熱
し
た
質
疑
が
出
さ

れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
６
人
の
議

員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

（
一
般
質
問
は
10
ペ
ー
ジ

か
ら
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

やまきた 議会だより 令和 2年５月　№201やまきた 議会だより令和 2年５月　№201

令和２年度   予算可決

自立したまちづ くりと復興への光

◆オリンピック・パラリンピック学校連携観戦事業……… ２５５万円
◆認定こども園運営事業……………………………… ３,２７４万円
◆消防施設整備事業…………………………………… ３,１９８万円
◆防災対策備品等整備事業……………………………… １７９万円
◆都市公園等維持管理事業…………………………… ２,1３９万円
◆特定公共賃貸住宅管理事業………………………… ６,７９８万円

林業促進
　　箒沢林道の改良など

812万円
農林水産施設災害復旧
清水ふれあいセンターエレベーター復旧など

198万円

2年度　その他の　　　事業の　　　事業注目

一般会計　4８億７,９00万円
　一般会計予算は、令和元年台風19号による災害の本復旧、防災対策の充実、ふ
るさと納税の安定などにより、対前年度１億４,９００万円の増となりました。
　基幹財源である町税が減収の見込みに転じ、義務的経費も引き続き増となるな
ど、依然として厳しい財政状況にあります。
　新年度予算は、健康福祉・土地利用・防災対策に重点をおいた編成が伺えます。

Ｑ．町財政の健全化のチェック

経常収支比率　88.7％を見込む
経常収支比率とは、財政構造の弾力性、つまり自由
に使えるお金が多いか少ないかを測定する目安。

Ｑ．自主財源の確保は

定住促進により、生産年齢人口
減少に歯止めをかけ、税収の確
保を目指す

住宅建設予定地 ホタルの家

東山北１０００まちづくり整備

3,004万円
定住総合対策

569万円

注目質疑をピックアップ
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やまきた 議会だより令和 2年５月　№201

議案等審議の結果

第１回定例会（３月３日～16日）
件　　　　名 月 日 審議結果 件　　　　名 月 日 審議結果

山北町印鑑条例の一部を改正する条例の
制定について

山北町駐車場使用条例の一部を改正する
条例の制定について

山北町固定資産評価審査委員会条例の一
部を改正する条例の制定について

山北町職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

山北町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例の制定について

山北町特別会計設置条例の一部を改正す
る条例の制定について

山北町災害弔慰金の支給等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

山北町町営住宅条例の一部を改正する条
例の制定について 

山北町特定公共賃貸住宅の設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

山北町地域優良賃貸住宅の設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

山北町水道事業の設置等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について 

令和元年度山北町一般会計補正予算（第
７号）

令和元年度山北町国民健康保険事業特別
会計補正予算（第２号）

令和元年度山北町後期高齢者医療特別会
計補正予算（第２号）

令和元年度山北町町設置型浄化槽事業特
別会計補正予算（第２号）

令和元年度山北町介護保険事業特別会計
補正予算（第４号）

令和２年度山北町一般会計予算

令和２年度山北町
国民健康保険事業特別会計予算 

令和２年度山北町
後期高齢者医療特別会計予算

3月6日

3月6日

3月6日

3月6日

3月6日

3月6日

3月6日

3月6日

3月6日

3月6日

3月6日

3月6日

3月6日

3月6日

3月6日

3月6日

3月16日

3月16日

3月16日

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

令和２年度山北町
下水道事業特別会計予算

令和２年度山北町
町設置型浄化槽事業特別会計予算

令和２年度山北町
山北財産区特別会計予算

令和２年度山北町
共和財産区特別会計予算

令和２年度山北町
三保財産区特別会計予算

令和２年度山北町
介護保険事業特別会計予算

令和２年度山北町
商品券特別会計予算

令和２年度山北町
水道事業会計予算 

町道路線の廃止について
（No.10号（河内川谷戸）線）

町道路線の認定について
（No.10号（スマートインター）線）

指定管理者（公募施設）の指定について

山北町監査委員の選任について

山北町固定資産評価審査委員会委員の選
任について

山北町人権擁護委員の推薦について

山北町選挙管理委員会委員及び同補充員
の選挙について

松田町外三ヶ町組合議会議員の選挙につ
いて

令和２年度山北町土地開発公社事業計画
及び予算について 

指定管理者(非公募施設）の指定の取消
しについて

3月16日

3月16日

3月16日

3月16日

3月16日

3月16日

3月16日

3月16日

3月6日

3月6日

3月6日

3月16日

3月16日

3月16日

3月16日

3月16日

3月16日

3月6日

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

同　意

同　意

同　意

指名推選

指名推選

報告のみ

報告のみ

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

（賛成全員）

第１回臨時会（２月13日）
件　　　　名 月 日 審議結果 件　　　　名 月 日 審議結果

令和元年度山北町一般会計補正予算
（第６号）

2月13日 可　決
（賛成全員）

条
例
改
正

補
正
予
算

○
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
事
業

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
２
８

万
１
千
円
を
減
額
。

Ｑ　

国
保
被
保
険
者
数
は
年
々

減
少
し
て
お
り
、
３
月
補
正
で

も
町
債
が
２
５
０
０
万
円
計
上

さ
れ
た
。　
　
　
　
　

　

さ
ら
に
減
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
が
事
前
に
減
の
数
を
見
込

む
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

保
険
健
康
課
長　

予
算
編
成
が

11
月
時
点
な
の
で
見
込
む
こ
と

は
難
し
い
。
保
険
給
付
費
が
伸

び
な
い
よ
う
に
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

比
例
し
て
給
水
人
口
が
増
加
す

る
状
況
に
な
い
。

○
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
２
６

９
万
６
千
円
を
減
額
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
町
民

税
、
法
人
税
の
減
額
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
社
会

福
祉
費
１
１
５
６
万
３
千
円
、

児
童
福
祉
費
１
４
６
１
万
８
千

円
の
減
額
。

○
山
北
町
災
害
弔
慰
金
の
支

　

給
等
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正

Ｑ　

改
正
前
は
償
還
免
除
の
後

に
保
証
人
が
入
っ
て
い
た
が
、

改
正
案
で
は
保
証
人
が
抜
け
て

い
る
。
抜
け
た
理
由
は
。

福
祉
課
長　

以
前
は
国
が
保
証

人
を
付
け
る
よ
う
に
定
め
て
い

た
が
、
改
正
案
で
は
市
町
村
の

判
断
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

○
山
北
町
水
道
事
業
の
設
置

　

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

を
改
正

Ｑ　

水
道
事
業
は
厳
し
い
状
況

で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
今

回
村
雨
地
区
の
一
部
を
入
れ
て

給
水
地
区
面
積
が
広
が
っ
た
と

思
う
が
、
給
水
人
口
が
減
と

な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

上
下
水
道
課
長　

水
道
料
金
は

た
く
さ
ん
水
を
使
っ
て
も
ら
え

ば
収
入
が
増
え
る
。
し
か
し
、

町
の
人
口
は
減
少
を
続
け
、
給

水
地
区
が
広
が
っ
て
も
そ
れ
に

○
山
北
町
印
鑑
条
例
の
一
部

　

を
改
正

Ｑ　

町
印
鑑
条
例
第
２
条
第
２

項
に
印
鑑
を
登
録
で
き
な
い
者

を
「
満
15
歳
未
満
及
び
成
年
被

後
見
人
」
と
定
め
て
い
る
。
そ

の
う
ち
の
成
年
被
後
見
人
を

○
山
北
町
駐
車
場
使
用
条
例

　

の
一
部
を
改
正

Ｑ　

ヒ
ル
ズ
タ
ウ
ン
丸
山
の
車

庫
付
き
13
区
画
の
購
入
者
を
対

象
と
し
た
駐
車
場
の
計
画
図
で

は
、
急
カ
ー
ブ
の
内
側
で
出
入

り
が
難
し
い
よ
う
で
あ
る
。
安

全
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

定
住
対
策
課
長　

ヒ
ル
ズ
タ
ウ

ン
丸
山
は
販
売
中
で
あ
る
が
、

販
売
促
進
の
観
点
か
ら
駐
車
場

の
増
設
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
購
入
者
か
ら
２
台

目
等
の
要
望
も
出
て
い
る
。
近

い
と
こ
ろ
に
確
保
と
い
う
こ
と

で
、
急
カ
ー
ブ
の
内
側
に
な
り

使
い
勝
手
が
わ
る
く
住
宅
地
に

適
さ
な
い
場
所
に
駐
車
場
を
設

け
た
。
安
全
対
策
と
し
て
転
落

防
止
柵
を
考
え
て
い
る
。

「
意
思
能
力
を
有
し
な
い
者
」

に
改
め
る
と
あ
る
が
、
だ
れ
が

ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
の
か
。

町
民
税
務
課
長　

窓
口
の
職
員

が
複
数
で
対
応
し
て
、
判
断
す

る
こ
と
に
な
る
。

ヒルズタウン丸山の新設駐車場

今年度更新予定の
前耕地の汲み上げポンプ施設
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生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ

り
、
個
人
町
民
税
が
減
額
と
な

っ
て
い
る
が
、
人
数
減
は
ど
の

く
ら
い
か
。

町
民
税
務
課
長　

令
和
２
年
度

は
５
３
３
１
人
で
、
前
年
よ
り

97
人
減
の
試
算
で
あ
る
。

副
町
長　

定
住
対
策
に
力
を
い

れ
て
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を

遅
く
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

男
女
共
同
参
画
や
ジ
ェ
ン
ダ

ー
フ
リ
ー
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
予
定
し
て
い

る
か
。

企
画
政
策
課
長　

中
学
３
年
生

を
対
象
に
、
男
女
共
同
参
画
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
町
名
が

入
っ
た
エ
コ
バ
ッ
グ
を
配
布
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
昨
年
度
や
ま
き
た
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
改
訂
し

た
の
で
、
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

関
係
各
課
が
連
携
し
て
推
進
し

て
い
く
。

副
町
長　

役
場
職
員
の
女
性
管

理
職
を
増
や
す
な
ど
も
視
野
に

入
れ
、
検
討
し
て
い
く
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
関
連
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

啓
発
物
品
作
成
40
万
円
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

企
画
政
策
課
長　

マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
で
ご
に
ぃ
」の

ロ
ー
ド
レ
ー
サ
ー
風
イ
ラ
ス
ト

が
印
刷
さ
れ
た
足
柄
茶
リ
シ
ー

ル
缶
を
作
成
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
都
市
と
し
て
町
内
外
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

個
人
町
民
税

男
女
共
同
参
画　

　
　

プ
ラ
ン
推
進

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

し
て
、今
後
の
取
り
組
み
と
町

の
考
え
方
は
。

環
境
課
長　

現
在
は
マ
イ
ク
ロ

水
力
発
電
を
想
定
し
て
い
る

が
、
可
能
で
あ
れ
ば
小
水
力
発

電
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

設
置
か
ら
運
用
ま
で
を
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
公
益
利
用
協
議
会

に
お
願
い
し
、
そ
の
運
用
の
中

で
非
常
時
の
電
力
利
用
や
売
電

か
ら
地
域
貢
献
が
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
率
が
低
い
。も
っ
と
促
進
啓
発

が
必
要
で
は
。

町
民
税
務
課
長　

４
月
か
ら
各

支
所
で
申
請
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
と
同
時
に
、
一
度
の

来
庁
で
取
得
で
き
る
申
請
時
来

庁
方
式
を
取
り
入
れ
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

取
得
率
向
上
に
向
け
て
、引
き

続
き
広
報
等
で
周
知
し
て
い
く
。

番
号
制
度
運
営

再
生
可
能　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
検
討

一
般
会
計

長泉町の小水力発電設備

Ｄ
52
の
軌
道
延
伸
に
関
し

て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

都
市
整
備
課
長　

今
後
25
ｍ
の

延
伸
を
計
画
し
て
い
る
。
既
に

12
ｍ
が
敷
設
延
伸
さ
れ
て
い
る

の
で
、
延
伸
部
は
合
わ
せ
て
37

ｍ
と
な
る
。

商
工
観
光
課
長　

Ｄ
52
の
横
断

幕
（
10
ｍ×

１
ｍ
）
を
作
成

し
、
Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線
の
車
内
か

ら
見
え
る
場
所
に
設
置
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Ｄ
52
で
元
気
な　

　

ま
ち
づ
く
り

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
関

し
て
、
今
後
の
取
り
組
み
と
町

の
考
え
方
は
。

商
工
観
光
課
長　

元
年
度
の
実

績
か
ら
、１
億
５
千
万
円
増
の
４

憶
５
千
万
円
で
計
上
し
て
い
る
。

　

返
礼
品
は
お
せ
ち
や
ロ
ー
ス

ト
ビ
ー
フ
が
引
き
続
き
人
気
で

は
あ
る
が
、
今
後
は
体
験
型
返

礼
品
の
充
実
を
目
指
し
、
事
業

者
の
協
力
を
得
た
い
と
考
え
て

い
る
。 ふ

る
さ
と
応
援　

　
　
　
　

寄
附
金

　

ぐ
み
の
木
近
隣
公
園
に
設
置

予
定
の
防
災
か
ま
ど
ベ
ン
チ
の

活
用
方
法
は
。

都
市
整
備
課
長　

利
用
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
に
避
難
し
た
地

域
住
民
の
方
が
使
用
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

　

鍋
や
燃
料
等
の
必
要
資
材
の

調
達
や
管
理
等
、
具
体
的
な
運

用
方
法
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

都
市
公
園
等　
　

　
　
　

維
持
管
理

　

自
主
防
災
対
策
助
成
金
は
ど

の
よ
う
な
防
災
物
品
へ
の
助
成

と
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
防
災
課
長　

各
自
主
防
災

組
織
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
発

電
機
や
投
光
器
等
の
防
災
資
機

材
に
対
し
、
町
か
ら
90
％
助
成

を
し
て
い
る
。

　

今
年
度
も
申
請
状
況
に
応
じ

て
対
応
し
て
い
く
。

自
主
防
災
対
策　

　
　
　
　

助
成
金

町
設
置
型
浄
化
槽

　

高
度
処
理
型
合
併
浄
化
槽
整

備
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
進

捗
と
今
後
の
町
の
考
え
方
は
。

上
下
水
道
課
長　

こ
れ
ま
で
個

人
住
宅
に
は
61
％
、
企
業
が

６
％
、
公
共
施
設
が
35
％
と

な
っ
て
い
る
。　
　

　

企
業
の
整
備
率
が
低
い
が
、

係
る
費
用
も
大
き
く
、
現
状
は

加
入
が
伸
び
な
い
。

　

ま
た
、
個
人
住
宅
で
も
後
継

者
が
い
な
い
等
の
理
由
で
加
入

が
難
し
い
と
い
う
声
も
聞
く
。

　

水
質
維
持
の
た
め
整
備
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
今
後
も
普

及
促
進
に
向
け
、
広
報
等
で
周

知
し
て
い
き
た
い
。

　

３
月
補
正
で
町
債
が
２
５
０

０
万
円
計
上
さ
れ
る
な
ど
、
国

保
被
保
険
者
数
は
毎
年
減
少
し

て
い
る
。

　

今
後
の
国
保
財
政
に
つ
い

て
、
町
は
ど
う
考
え
る
か
。

保
険
健
康
課
長　

国
保
財
政

は
、
令
和
元
年
度
の
収
入
状
況

で
は
赤
字
と
な
っ
た
。

　

原
因
の
ひ
と
つ
に
、
24
年

度
・
27
年
度
と
３
年
ご
と
に
行

っ
て
い
た
税
率
改
定
を
町
民
の

負
担
を
考
え
て
見
送
っ
た
こ
と

が
あ
る
。

　

必
要
額
分
の
税
率
改
正
を
行

う
と
15
％
程
度
上
げ
な
い
と
賄

え
な
い
試
算
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
国
保
運
営
が
正
常
に

運
営
で
き
る
よ
う
に
保
険
税
率

改
定
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
保
険
給
付
費
が
伸
び

な
い
よ
う
、
健
康
づ
く
り
事
業

に
つ
い
て
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

D52の延伸で鉄道の町の更なる活性化を

普段はベンチとして利用できる（写真上）
災害時はかまどとして利用可能（写真下）

？？ここが
聞きたい？

　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ

り
、
個
人
町
民
税
が
減
額
と
な

っ
て
い
る
が
、
人
数
減
は
ど
の

く
ら
い
か
。

町
民
税
務
課
長

は
５
３
３
１
人
で
、
前
年
よ

97
人
減
の
試
算
で
あ
る
。

副
町
長
　

定
住
対
策
に
力
を
い

副
町
長
　

定
住
対
策
に
力
を
い

副
町
長

れ
て
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を

遅
く
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？予算審査予算審査
児玉洋一 予算特別委員長

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
関

し
て
、
今
後
の
取
り
組
み
と
町

元
年
度
の
実

増
の

ふ
る
さ
と
応
援
　

　
　
　
　

寄
附
金

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
関

し
て
、
今
後
の
取
り
組
み
と
町

元
年
度
の
実

増
の
４

　
　
　
　

寄
附
金



　

前
年
比
、
１
１
８
４
万
７
千

円
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
の
園
児
数
と
今

後
の
幼
稚
園
の
あ
り
方
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

学
校
教
育
課
長　

岸
幼
稚
園

は
、
前
年
比
10
人
減
の
23
人
、

三
保
幼
稚
園
は
、
１
名
と
な
っ

て
い
る
。

　

４
月
か
ら
幼
稚
園
の
通
園
区

域
を
廃
止
し
、
町
内
在
住
の
す

べ
て
の
方
が
、
三
保
幼
稚
園
・

岸
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
の
幼
稚

園
籍
を
選
択
で
き
る
よ
う
に

し
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
園
を
選

べ
る
よ
う
に
し
た
。

　

今
後
は
、
乳
幼
児
教
育
等
あ

り
方
検
討
会
議
の
中
で
議
論

し
、
方
向
性
を
決
め
る
予
定
で

あ
る
。 幼

稚
園
運
営

　

今
後
の
整
備
計
画
は
。

　

ま
た
、
河
村
新
城
跡
が
発
掘

さ
れ
た
が
、
町
と
し
て
今
後
ど

う
生
か
し
て
い
く
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

河
村
城
址
歴

史
公
園
整
備
事
業
は
、
今
年
度

は
景
観
整
備
を
目
的
と
し
、
城

跡
南
側
の
樹
木
伐
採
と
遊
歩
道

の
整
備
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

　

遊
歩
道
は
、
回
遊
性
を
持
た

せ
る
た
め
、
蔵
郭
ま
で
の
延
長

を
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
河
村
新
城
の
発
掘
調

査
箇
所
は
、
新
東
名
の
道
路
部

分
と
な
り
現
況
は
残
ら
な
い
。

　

発
掘
調
査
の
資
料
は
、
県
と

も
協
議
し
有
効
に
活
用
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

河
村
城
址
歴
史　

　

公
園
整
備
工
事

　

体
育
施
設
検
討
に
関
し
て
、

現
在
ま
で
の
進
捗
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

生
涯
学
習
課
長　

概
略
の
イ
メ

ー
ジ
図
は
、
前
年
ま
で
で
で
き

上
が
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
イ
メ
ー
ジ
図
に
コ

ン
セ
プ
ト
や
具
体
計
画
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
建
設
計
画
書
の
作

成
に
移
り
、
完
成
後
に
町
へ
提

出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

３
回
目
の
検
討
委
員
会
で
図

面
を
提
示
し
た
と
こ
ろ
、
委
員

全
員
納
得
さ
れ
、
建
築
を
前
提

と
し
て
現
在
進
ん
で
い
る
。

体
育
施
設
建
築　

　
　

検
討
委
員
会

やまきた 議会だより 令和 2年５月　№201
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移
住
実
績
は
、
こ
れ
ま
で
お

試
し
住
宅
を
利
用
さ
れ
た
方
の

う
ち
、
３
世
帯
６
名
の
方
が
町

内
に
移
住
を
し
て
お
り
、
令
和

２
年
度
は
、
36
週
間
を
予
定
し

て
い
る
。

　

今
後
も
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
、
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ブ
ー
ス
で
も
、
お
試
し

住
宅
等
の
案
内
を
し
て
い
く
。

福
祉
課
長　

出
生
数
の
減
に
よ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

転
入
さ
れ
た
方
に
は
、
転
入

時
に
町
民
税
務
課
か
ら
事
業
に

つ
い
て
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

今
後
も
積
極
的
に
町
内
外
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

　

避
難
行
動
要
支
援
者
の
登
録

者
数
や
、シ
ス
テ
ム
の
活
用
は
。

ま
た
、
訓
練
等
の
状
況
は
。

福
祉
課
長　

登
録
者
は
５
６
０

人
程
で
あ
る
。

　

シ
ス
テ
ム
活
用
に
つ
い
て

は
、自
治
会
長
、小
田
原
消
防
、

民
生
委
員
児
童
委
員
に
情
報
を

提
供
し
て
お
り
、
必
要
時
に
活

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に

対
す
る
訓
練
等
は
実
施
し
て
い

な
い
が
、
他
の
自
治
体
事
例
も

参
考
に
し
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

避
難
行
動　
　
　

　

要
支
援
者
支
援

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
人
数

及
び
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
利
用
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
祉
課
長　

一
人
暮
ら
し
高
齢

者
は
現
在
４
７
７
人
で
、
そ
の

内
20
名
の
方
が
利
用
し
て
い

る
。
利
用
に
つ
い
て
は
申
込
制

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
な
い
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
に
対
し
、
民
生
委
員

児
童
委
員
を
通
じ
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
案
内
を
し
て
も
ら
う
こ
と

も
あ
る
。

　

昼
間
独
居
者
は
対
象
外
で
は

あ
る
が
、
制
限
を
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
町
に
相
談

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

緊
急
通
報　
　

　
　

サ
ー
ビ
ス

福
祉
課
長　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

か
な
が
わ
大
会
は
、
令
和
３
年

11
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で
開
催

予
定
で
あ
る
。

　

町
で
は
11
月
８
日
に
丹
沢
湖

周
辺
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

年
齢
は
60
歳
以
上
で
、
参
加

者
は
各
都
道
府
県
の
推
薦
者
と

な
っ
て
い
る
。

　

令
和
３
年
11
月
に
開
催
予
定

だ
が
、
町
は
ど
の
よ
う
に
関
わ

る
の
か
。

　

ま
た
、
参
加
資
格
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　

か
な
が
わ
大
会

人気の高いお試し住宅「ホタルの家」の利用で定住促進を子育て支援の充実を

　

前
年
の
利
用
実
績
と
今
後
の

予
定
は
。

定
住
対
策
課
長　

令
和
元
年
度

は
、
24
週
間
で
24
名
の
利
用
が

あ
っ
た
。

お
試
し
住
宅
活
用

　

支
給
期
間
を
２
歳
ま
で
延
ば

し
た
が
、
前
年
度
よ
り
減
額
に

な
っ
て
い
る
要
因
は
。

　

町
独
自
の
子
育
て
支
援
事
業

で
も
あ
る
た
め
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

す
る
べ
き
で
は
。

紙
お
む
つ
支
援

　

受
診
率
の
向
上
に
向
け
た
町

の
取
り
組
み
状
況
は
。

　

ま
た
、
今
後
の
受
診
率
の
目

標
は
。　

保
険
健
康
課
長　

男
性
40
才
か

ら
69
才
、
女
性
20
才
か
ら
69
才

す
べ
て
の
方
に
勧
奨
通
知
を
出

す
予
定
で
、
４
９
０
０
名
を
予

定
し
て
い
る
。
特
に
女
性
20
才

か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
早
期
発

見
に
つ
な
が
る
よ
う
、
令
和
２

年
度
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

行
う
も
の
で
あ
る
。

　

重
症
化
予
防
も
大
切
な
事
業

で
あ
り
、
継
続
し
て
実
施
し
て

い
く
。

　

な
お
受
診
率
は
、
平
成
30
年

度
は
35
％
、
令
和
２
度
は
40
％

を
目
指
し
て
い
く
。

健
康
診
査
・
相
談



原稿は、質問者本人が作成しています。原稿は、質問者本人が作成しています。
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整備が進む町道水上2号線

答周辺施設の見直し、土地活用を検討する

一
般
質
問

　
東
山
北
１
０
０
０
ま
ち
づ
く
り
基

本
計
画
の
中
で
、
定
住
人
口
増
加
の

た
め
水
上
地
区
で
の
住
宅
供
給
は
、

（※

１
）Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の
民
間
活
力
に
よ

る
町
営
住
宅
の
再
編
整
備
が
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。

　
若
者
・
子
育
て
世
代
に
移
住
し
て

も
ら
う
た
め
に
は
、交
通
の
便
、就
労

の
場
、
子
育
て
支
援
施
設
や
子
ど
も

の
遊
べ
る
広
場
等
周
辺
の
施
設
整
備

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、質
問
す
る
。

（※

１
）
民
間
の
資
金
と
経
営
能
力
・

　
　
　
　

技
術
力
を
活
用
し
、
公
共
施

　
　
　
　

設
等
の
設
計
・
建
設
・
改
修
・

　
　
　
　

維
持
管
理
・
運
営
を
行
う
公

　
　
　
　

共
事
業
の
手
法

問　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ
い
て
町
の
財

政
負
担
は
ど
う
か
。

答　
町
の
財
政
負
担
は
な
い
。
民
間

業
者
自
ら
が
資
金
を
調
達
し
、
設
計
、

建
設
、
維
持
管
理
運
営
を
行
い
、
そ
の

経
費
は
、
国
の
補
助
金
と
入
居
者
の
家

賃
・
駐
車
場
料
金
収
入
に
よ
り
賄
う
と

い
う
（※

２
）
０
系
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
と
し
て
推
進
す
る
。

（※

２
）
財
政
負
担
ゼ
ロ
ま
た
は
限
り

　
　
　
　

な
く
ゼ
ロ
に
近
い
事
業
実
施

　
　
　
　

を
目
指
す

問　
国
の
補
助
金
の
活
用
の
見
込
み

は
ど
う
か
。

答　
こ
れ
ま
で
の
検
討
に
係
る
委
託

業
務
や
、
先
行
し
て
行
っ
て
い
る
町
道

水
上
２
号
線
改
良
工
事
に
つ
い
て
も
、

国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備
し
て
い

る
。
今
後
予
定
し
て
い
る
住
宅
の
建
設

に
つ
い
て
も
、
45
％
の
国
か
ら
の
交
付

金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
県
と

の
連
携
を
図
る
。

問　
人
口
減
少
社
会
に
向
か
い
空
き

室
リ
ス
ク
は
考
え
な
い
の
か
。

答　
空
き
室
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、

０
系
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
し
て
成

り
立
つ
た
め
に
は
、
入
居
率
と
家
賃
設

定
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
な
の
で
、
建
物

の
規
模
や
設
備
内
容
等
、
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　
周
辺
の
公
的
な
施
設
の
見
直
し

や
、
新
東
名
宿
舎
跡
地
、
周
辺
の
土
地

活
用
は
、
地
域
の
協
力
が
必
要
だ
が
考

え
方
は
。

答　
周
辺
民
有
地
の
土
地
利
用
は
、

地
権
者
で
組
織
す
る
水
上
地
区
土
地
利

用
研
究
会
の
中
で
検
討
し
て
い
る
。

　

町
営
住
宅
の
整
備
に
あ
た
る
民
間
事

業
者
に
、
周
辺
民
有
地
の
活
用
も
視
野

に
入
れ
た
提
案
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
周
辺
施
設
の
見
直
し
と
、
土

地
利
用
の
方
向
性
を
水
上
地
区
土
地
利

用
研
究
会
と
連
携
し
、
検
討
す
る
。

問高齢者の運転免許返納に対応した生活交通を
答町内循環バスの新規路線案も含め検討していく

一
般
質
問

答　
市
町
間
の
様
々
な
広
域
連
携
を

深
め
、
利
用
者
の
交
通
利
便
性
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
関
係
市
町
と
の
合
意
形
成

や
住
民
代
表
他
関
係
各
所
と
と
も
に
協

議
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
課
題
や
問
題

点
を
整
理
し
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

問　
現
在
の
循
環
バ
ス
代
替
交
通
と

し
て
山
北
駅
、
東
山
北
駅
か
ら
そ
れ
ぞ

答　
町
内
循
環
バ
ス
の
新
た
な
活
用

や
新
規
路
線
、
予
約
制
ド
ア
to
ド
ア

の
軽
車
両
交
通
の
導
入
な
ど
も
有
効
と

考
え
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
も
含
め
て

検
討
を
進
め
て
い
く
。

問　
循
環
バ
ス
１
台
を
山
北
駅
〜
和

田
河
原
駅
間
の
往
復
に
あ
て
、
広
域
連

携
に
よ
り
大
雄
山
線
を
利
用
し
た
小
田

原
市
立
病
院
な
ど
小
田
原
方
面
へ
も
交

通
の
拡
充
を
は
か
る
案
は
ど
う
か
。

れ
放
射
状
に
近
距
離
を
動
く
予
約
制
・

会
員
制
の
ワ
ゴ
ン
車
で
対
応
す
る
案
は

ど
う
か
。

答　
予
約
制
・
会
員
制
ワ
ゴ
ン
車
運

行
に
つ
い
て
も
庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
法
規
制
や
経
済
的
側
面
な
ど

か
ら
検
討
を
進
め
、
よ
り
良
い
交
通
体

系
の
形
成
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

　
高
齢
者
の
運
転
能
力
低
下
等
に
よ

る
免
許
返
納
希
望
者
が
増
え
て
い
る

が
、
町
の
生
活
公
共
交
通
網
は
効
率

的
と
は
言
え
ず
、
町
で
は
庁
内
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
調
査

研
究
し
、
議
会
で
は
委
員
会
テ
ー
マ

の
一
つ
と
し
て
い
る
。

　
現
在
２
台
あ
る
循
環
バ
ス
の
別
ル

ー
ト
で
の
運
行
、
及
び
そ
の
代
替
交

通
と
し
て
の
小
型
交
通
シ
ス
テ
ム
を

広
域
地
域
連
携
、
自
動
運
転
も
視
野

に
総
合
的
に
考
え
る
の
が
適
切
と
考

え
る
。
そ
こ
で
質
問
す
る
。

　
問　
循
環
バ
ス
１
台
を
谷
峨
駅
〜
丹

沢
湖
間
の
往
復
に
あ
て
、
バ
ス
停
ま
で

は
会
費
制
・
予
約
制
ド
ア
to
ド
ア
の

軽
車
両
交
通
を
運
営
す
る
提
案
で
あ
る

が
ど
う
か
。
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町の守り、山北駅前交番

問スマートICを拠点としたまちづくり計画を
答地域住民や関係機関と整備計画を進めていく

一
般
質
問

　
（
仮
称
）
山
北
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

は
、
当
初
令
和
２
年
度
の
完
成
を
予

定
し
て
い
た
が
、
工
事
内
容
等
の
変

更
に
よ
り
、
令
和
５
年
度
に
工
期
延

長
が
発
表
さ
れ
た
。

　
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
開
通
に
よ
り
、
観

光
交
流
人
口
の
増
加
や
企
業
誘
致
、

災
害
支
援
の
迅
速
化
な
ど
、
県
西
エ

リ
ア
広
域
的
に
も
多
く
の
効
果
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
次
の
質
問
を

す
る
。

　
神
奈
川
県
警
は
、
現
在
４
７
２
か

所
あ
る
交
番
を
、年
か
け
て
約
４
０

０
か
所
に
再
編
す
る
基
本
計
画
を
ま

と
め
た
。
比
較
的
事
件
事
故
の
少
な

い
、
か
つ
建
物
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
交
番
を
順
次
廃
止
す
る
方
針
で

あ
り
、
山
北
駅
前
交
番
は
そ
の
中
に

入
る
こ
と
が
濃
厚
で
あ
る
。

　
地
元
の
連
合
自
治
会
は
廃
止
中
止

の
要
望
署
名
を
集
め
県
知
事
に
提
出

す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
そ
こ
で
質
問
す
る
。

問　
山
北
駅
前
交
番
の
廃
止
に
対
す

る
町
の
基
本
的
な
考
え
方
は
ど
う
な
の
か
。

答

神
奈
川
県
警
で
は
、
交
番
が
統

合
さ
れ
て
も
治
安
維
持
に
努
め
る
と
明

言
し
て
い
る
が
、
神
奈
川
県
の
厳
し
い

財
政
状
況
の
な
か
に
お
け
る
神
奈
川
県

警
の
判
断
・
決
定
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
町
と
し
て
は
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

問

廃
止
が
本
決
ま
り
と
な
っ
た
場

合
、
町
と
し
て
住
民
の
不
安
を
払
拭
す

る
た
め
の
手
立
て
は
。

答

統
合
さ
れ
る
関
係
市
町
村
で
連

携
を
図
り
町
民
の
意
向
を
聞
き
、
治
安

対
策
に
つ
い
て
松
田
警
察
署
を
は
じ
め

と
し
た
関
係
機
関
に
、
要
望
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
同
じ
不
安
を
抱
え
る
地
域
を
集

め
、
今
後
の
対
策
を
考
え
る
「
交
番
サ

ミ
ッ
ト
」
を
開
催
す
る
旗
振
り
役
に
な

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　
現
在
具
体
的
な
策
は
な
い
が
検

討
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
開
催
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問山北駅前交番廃止の中止を
答廃止は認められない

一
般
質
問

問　
町
・
議
会
・
地
域
住
民
で
組
織

す
る
対
策
委
員
会
を
設
け
る
考
え
は
あ

る
か
。

答　

ま
だ
具
体
的
な
も
の
は
な
い

が
、
署
名
等
も
出
さ
れ
る
よ
う
で
あ

り
、
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
必
要
に
応

じ
考
え
た
い
。

問　
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
出
入
り
口
で

も
あ
る
、
道
の
駅
「
山
北
」
を
拠
点
と

し
た
整
備
計
画
を
進
め
る
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

答

県
道
76
号
線
の
下
に
あ
る
オ
ア

シ
ス
公
園
を
駐
車
場
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
県
と
調
整
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
道
の
駅
を
拠
点
に
ア
ー
チ
橋
や

河
川
景
観
を
楽
し
め
る
眺
望
ス
ポ
ッ
ト

の
設
置
、
県
立
つ
ぶ
ら
の
公
園
か
ら
大

野
山
ま
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
整
備

や
案
内
板
の
設
置
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

問　
閉
校
さ
れ
る
三
保
小
学
校
跡
地

利
用
は
、
三
保
支
所
機
能
の
移
転
や
、

空
き
教
室
等
を
利
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ペ
ー
ス
、
ジ
ビ
エ
食
堂
な
ど
、
複

合
型
施
設
と
し
て
管
理
運
営
し
て
い
く

考
え
は
。

答　
地
域
振
興
を
第
一
に
考
え
、
検

討
委
員
会
等
を
設
置
し
、
地
域
住
民
と

の
意
見
交
換
し
な
が
ら
よ
り
良
い
利
活

用
に
向
け
て
考
え
て
い
き
た
い
。

問　
詳
細
な
整
備
計
画
は
、
地
元
の

協
議
会
や
行
政
・
議
会
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
な
ど
の
外
部
組
織
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

答　
今
後
、
法
規
制
な
ど
の
精
査
を

し
た
う
え
で
、
地
元
協
議
会
や
外
部
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
と
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。 スマートＩＣ出入口清水やまなみ橋

山北町への玄関口として魅力あるゲート空間の演出が必要

答　

ま
だ
具
体
的
な
も
の
は
な
い

　

ま
だ
具
体
的
な
も
の
は
な
い

が
、
署
名
等
も
出
さ
れ
る
よ
う
で
あ

り
、
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
必
要
に
応

じ
考
え
た
い
。

問
　

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
出
入
り
口
で

　

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
出
入
り
口
で

も
あ
る
、
道
の
駅
「
山
北
」
を
拠
点
と

し
た
整
備
計
画
を
進
め
る
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

問
　

詳
細
な
整
備
計
画
は
、
地
元
の

　

詳
細
な
整
備
計
画
は
、
地
元
の

協
議
会
や
行
政
・
議
会
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
な
ど
の
外
部
組
織
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

問
　

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
出
入
り
口
で

　

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
出
入
り
口
で

問
　

詳
細
な
整
備
計
画
は
、
地
元
の

　

詳
細
な
整
備
計
画
は
、
地
元
の

令和２年度で閉校される三保小学校
空き教室を利用し、様々な利活用が期待できる
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問新東名開通後の環境問題は

瀬戸  伸二  議員 山崎  政司  議員

高松トンネル工事区より高松山

高松トンネル工事区

耕作放棄地の現状

不法投棄禁止警告看板設置現場湯触トンネル工事区

答ＮＥＸＣＯ中日本に働きかける

一
般
質
問

　
令
和
５
年
（
仮
称
）
山
北
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
の
開
通
に
よ
り
、
産
業
、
観

光
の
発
展
が
望
ま
れ
る
。　

　
ま
た
、
当
町
は
４
つ
の
ト
ン
ネ
ル

４
つ
の
橋
梁
を
有
し
、
開
通
後
は
国

道
２
４
６
号
、
東
名
、
新
東
名
と
主

要
幹
線
道
路
が
３
本
通
る
こ
と
と
な

る
。
こ
の
機
会
に
現
在
と
開
通
後
の

環
境
状
況
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

問　
町
内
の
大
気
の
状
態
を
、
町
民

に
数
値
で
示
せ
る
よ
う
、
町
か
ら
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
に
働
き
か
け
る
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答　
Ｎ
Ｅ
Ⅹ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
が
、
工
事

着
手
前
、
工
事
期
間
中
、
工
事
終
了
後

に
大
気
環
境
調
査
を
実
施
す
る
。

　

現
在
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
が
工

事
期
間
中
の
大
気
環
境
調
査
（
向
原
地

区
）
を
実
施
し
て
お
り
、
デ
ー
タ
は
新

東
名
対
策
室
で
閲
覧
で
き
る
。
新
東
名

の
供
用
開
始
後
に
つ
い
て
は
、
調
査
の

実
施
と
デ
ー
タ
の
公
表
を
働
き
か
け
て

い
く
。

問　
同
様
に
騒
音
に
つ
い
て
も
考
え

る
が
い
か
が
か
。

答　
騒
音
に
つ
い
て
は
、
推
定
交
通

量
等
の
推
計
や
最
新
の
知
見
に
基
き
、

遮
音
壁
等
の
必
要
な
箇
所
を
予
測
し
環

境
保
全
対
策
を
講
じ
て
い
く
と
聞
い
て

い
る
。

問　
高
松
ト
ン
ネ
ル
工
事
区
に
お
い

て
、
稀
少
動
物
の
生
息
が
確
認
さ
れ
、

工
事
方
法
が
変
更
さ
れ
た
と
聞
い
た

が
、
稀
少
動
物
の
保
護
保
全
は
ど
う
す

る
の
か
。

答　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
で
は
、
専

門
家
で
構
成
す
る
「
新
東
名
高
速
道
路

自
然
環
境
検
討
会
」
を
設
置
し
、
稀
少

動
物
に
対
す
る
保
全
対
策
等
に
つ
い
て

検
討
し
、
必
要
な
対
策
を
実
施
す
る
と

聞
い
て
い
る
。

問一層の安全・安心を目指した強化推進を
答防犯カメラの導入を検討する

一
般
質
問

問

町
が
把
握
し
て
い
る
遊
休
農

地
、
休
耕
田
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答

畑
及
び
樹
園
地
が
約
41
ha
、

田
が
約
７
ha
で
合
計
48
ha
。
荒
廃
農

地
は
、
約
15
ha
で
合
計
約
63
ha
。

問　
耕
作
放
棄
地
の
解
消
や
再
生
利

用
に
向
け
た
具
体
的
取
り
組
み
は
。

答　
現
在
の
支
援
策
に
加
え
令
和
２

年
度
よ
り
遊
休
農
地
整
備
助
成
金
制
度

を
創
設
し
、
支
援
し
た
い
。

　

ま
た
、
農
業
関
係
機
関
と
連
携
し
解

消
・
発
生
抑
制
に
努
め
る
。

問　
林
野
へ
の
不
法
投
棄
を
ど
う
把

握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

答　
町
で
は
巡
回
パ
ト
ー
ル
を
月
２

回
、
神
奈
川
県
と
の
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

を
年
４
回
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
も
関
係
機
関
と
情
報
を
共
有
す

る
と
共
に
、
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
取
り
締

ま
り
強
化
を
行
っ
て
い
く
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
導
入
に
向
け
て
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
山
北
町
は
、
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
犯
罪
に
対
す
る
恐
怖
心
が
増
し
て

い
る
た
め
、
安
全
・
安
心
の
確
保
を

求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
山
林
に
は
不
法
投
棄
さ
れ

た
ゴ
ミ
が
散
見
さ
れ
る
事
か
ら
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
。

　
問　
現
在
町
で
設
置
し
て
い
る
台
数

と
地
区
別
設
置
台
数
は
。

答

町
で
は
38
台
を
設
置
し
て
い

る
。
地
区
別
で
は
、
山
北
地
区
22
台
、

岸
地
区
４
台
、
向
原
地
区
４
台
、
三
保

地
区
８
台
と
な
っ
て
い
る
。

問
耕
作
放
棄
地
の
有
効
活
用
を

答
新
制
度
を
創
設
し
て
支
援
し
た
い
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いただいた多くの貴重なご意見は、議会で議論を進めます 車座集会の詳細は、議会ホームページでも閲覧できます

１月27日～２月７日まで町内６会場を回り 今回で３回目となる車座集会を開催しました１月27日～２月７日まで町内６会場を回り

６会場から 声
今回で 回目となる車座集会を開催しました

それぞれの を…議会
報告
会

＆

車座
集会

共
和
会
場
（
14
人
）

倒
木
、
土
砂
崩
れ
が
多
い
地
域
な
の
で
、

災
害
時
に
孤
立
し
な
い
様
な
道
路
整
備
を
。

山
の
整
備
を
し
な
け
れ
ば
、
横
浜
川
崎
へ

の
水
も
供
給
で
き
な
く
な
る
。
お
金
と
時

間
は
か
か
る
が
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
。

収
入
を
得
る
よ
う
な
広
域
的
な
連
携
と
し

て
、
ジ
ビ
エ
等
が
あ
る
と
思
う
が
。

川
崎
市
と
の
交
流
を
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
中
心
で
行
っ
て
い
る
。
地
元
と
一
緒
に

町
も
も
っ
と
協
力
し
て
欲
し
い
。

向
原
会
場
（
14
人
）

町
内
循
環
バ
ス
の
ル
ー
ト
変
更
や
ダ
イ
ヤ

改
正
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

耕
作
放
棄
地
を
防
ぐ
た
め
、
利
活
用
が
で

き
る
条
例
を
作
っ
た
方
が
良
い
。

Ｄ
52
の
25
ｍ
の
延
伸
を
実
現
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
延
伸
実
現
を
す
る
こ
と
で
収
益

に
も
繋
が
る
の
で
は
。

み
か
ん
農
家
は
後
継
者
不
足
で
あ
る
。オ
ー

ナ
ー
制
度
に
取
り
組
ん
で
は
。

岸
会
場
（
13
人
）

東
山
北
停
車
場
線
県
道
７
２
１
号
線
と
、

酒
匂
川
左
岸
道
路
の
早
期
整
備
を
。

砂
利
採
取
跡
地
の
有
効
活
用
す
る
こ
と
が

町
の
活
性
化
の
打
開
策
と
な
る
。

財
政
を
豊
か
に
す
る
方
法
と
し
て
、
小
水

力
発
電
設
備
が
適
し
て
い
る
と
思
う
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
分
散
は
災
害
時
に
は
必
要
。

消
火
栓
ケ
ー
ス
は
耐
久
性
を
考
慮
し
、
金

属
製
に
変
更
で
き
な
い
か
。

三
保
会
場
（
17
人
）

循
環
バ
ス
を
走
ら
せ
て
欲
し
い
。

台
風
19
号
の
土
砂
災
害
な
ど
で
風
評
被
害

が
広
が
り
、
観
光
事
業
は
打
撃
を
被
っ
て

い
る
。

林
道
整
備
が
必
要
。
木
を
伐
り
だ
す
こ
と

に
よ
り
、
下
草
が
生
え
山
の
保
全
に
つ
な

が
る
。

休
館
中
の
森
林
館
や
薬
草
園
を
ど
う
活
用

し
て
い
く
の
か
。

三
保
小
学
校
の
跡
地
利
用
は
、
早
急
に
検

討
し
て
ほ
し
い
。

山
北
会
場
（
７
人
）

循
環
バ
ス
の
乗
客
が
少
な
い
。
小
型
に
し

て
台
数
を
増
や
せ
ば
利
便
性
が
よ
く
な

り
、
利
用
も
増
え
る
の
で
は
。

公
共
交
通
網
の
再
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

も
っ
と
県
立
つ
ぶ
ら
の
公
園
や
大
野
山
を

使
っ
た
観
光
活
用
を
。

人
口
を
増
や
す
の
は
難
し
い
が
、
活
性
化

に
は
関
係
人
口
を
増
や
す
こ
と
が
大
事
だ
。

清
水
会
場
（
24
人
）

災
害
発
生
時
の
避
難
道
路
と
し
て
閉
鎖
し

て
い
る
林
道
の
開
放
を
。

国
道
２
４
６
号
線
に
出
る
清
水
橋
の
信
号

の
渋
滞
に
困
っ
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
が
で
き
る
と
益
々
渋
滞
す
る
。

ふ
れ
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
を
早
急
に
整
備
し
、

再
開
し
て
欲
し
い
。
場
所
の
移
転
も
検
討

し
て
は
。

県
立
つ
ぶ
ら
の
公
園
に
リ
ピ
ー
ト
し
て
来

た
く
な
る
様
な
も
っ
と
魅
力
あ
る
工
夫
を
。
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　広聴分科会が８月から始めたおしゃべり

Cafeは７回開催することができました。偶

数月には小田原百貨店、奇数月には健康福祉

センターで開いていますが、特に小田原百貨店では、買い物ついでに立ち寄られる方が多く毎

回10数名ほど。お一人おひとりとの会話が盛り上がり貴重なご意見をいただいております。い

ただいたご意見は、議会で調査研究するとともに、町に働きかけをしていきます。

30代～70代の幅広い方々から応募してい

ただき、議会広報モニター15名が決定いたし

ました。

モニターには４月から２年間、議会だより

に関するアンケート調査等に協力していただ

き意見交換会も予定しております。

　いただいたご意見を今後の編集、広報活動

へと反映させ読みやすい「議会のおと」を目指

してまいりたいと思っております。

●
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
開
通
に
伴
い
、
旧
清

水
中
学
校
を
利
用
し
診
療
所
、
高
齢

者
施
設
、
学
童
施
設
を
一
体
化
し
た

施
設
を
造
っ
て
は
。

●
御
殿
場
線
の
大
雨
に
よ
る
運
行
見
合

わ
せ
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
循

環
バ
ス
の
越
境
運
行
を
検
討
し
た
ら

ど
う
か
。

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
案
内
が
わ
か
り

づ
ら
く
、
夜
間
の
利
用
も
で
き
な

い
。
設
置
場
所
や
活
用
対
策
を
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。

●
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
の
夜
の
開
催
も

必
要
と
思
う
。

●
ジ
ビ
エ
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
、
販
売

し
て
は
ど
う
か
。

●
他
町
か
ら
移
住
し
て
き
た
が
、
町
に

活
力
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
花
を
中
心

と
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
な
い
か
。

※

詳
細
な
意
見
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ご
意
見
を

　
紹
介
し
ま
す

議会広報モニター始まる

　地方議会改革を目的として、議員研修会を

開催しました。

１日目は、町民に信頼される議会、町民が

求める議会、議員の資質向上、議会への町民

参加を広げて意見交換をし「議会の見える化、

議員のなり手不足、議員定数」等の様々な問

題点を具体的事例とともにわかりやすい説明

を頂きました。２日目は、山北町に関する問

題点もふくめて質問し明確な回答をいただ

き、意義のある研修会になりました。

　２日間の研修会を通して、議員のあり方について理解を深めることができました。議会議員とし

て更なる向上に努め、町民と一体となり意見をより多く聴く議会を進めていきます。

　「ワンチーム議会」で日本一住みたいまちづくりを目指してまいります。

　人口減少している当町が全国、全世界の最

先端なのだという講師の言葉にはじめはピン

ときませんでしたが、最先端と思われる大都

市も数十年後には人口は減っていきます。少

ない人口でいかに豊かに安心して暮らしてい

けるかを追求していかなくてはなりません。

　そのために欠かせないのがＡＩ（人工知能）

であり、講義の中で紹介されたAIによる議事

録要約サービスや音声変換システムは定例会

内容を素早く、よりわかりやすく公開できる

ことにより、開かれた議会に向けて必要な技

術となっていくと思われます。AIを味方につ

けて更なる議会改革を目指していきたいと思

います。

「地方議会改革を実践する」
～議会力・議員力の発揮～
令和元年12月18日・19日

長野県　飯綱町前議会議長　寺島　渉  氏

「足柄上郡町村議会議長会議員研修会」
次世代が求める基礎自治体

～人口減少時代のあり方を考える～
令和２年２月13日

東海大学教授　小林　隆  氏

研修会レポート

AIを味方にAIを味方に

熱心に聞き入る議員一同

やまきた町議会

議会モニターメンバー紹介
石田まりこさん 露木　祐之さん
濵田　俊之さん 瀬戸　浩江さん
滝本小夜子さん 根之木由利さん
籔田　悦子さん 猪狩　利夫さん
和田　真希さん 瀬戸　　礼さん
飯島　彩音さん 加藤　紀子さん
堀口　直之さん 赤井　淳一さん
栗田　陽一さん

任期：令和２年４月１日～令和４年３月31日

小田原百貨店で話に花が咲く小田原百貨店で話に花が咲く
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風
に
そ
よ
ぐ
木
々
の
緑
も
ま
ぶ
し
い
、
好
季
節
と

な
り
ま
し
た
。　

　

現
在
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」の
影
響
で
日
本
で

も
感
染
者
が
増
え
続
け
、
７
月
開
催
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
さ
え
、
開
催
が
１
年
延
期
と

な
り
ま
し
た
。
１
日
も
早
く
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
有

効
な
薬
が
開
発
さ
れ
る
と
同
時
に
、
ワ
ク
チ
ン
も
開

発
さ
れ
、
収
束
し
て
い
く
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
先
の
町
の
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
と
な
る

な
ど
、
町
観
光
・
経
済
に
も
影
響
が
出
て
い
る
中
、

議
会
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、
皆
様
が
何
を
望
ん
で

い
る
の
か
し
っ
か
り
議
論
し
、
前
に
向
か
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
公
募
に
よ
り
「
議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
」
15

名
の
方
が
決
定
し
、
参
画
を
頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
と
同
時
に
町
民
の
意
見

を
伺
い
、
よ
り
一
層
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
議
会
だ
よ

り
を
作
成
し
、愛
読
し
て
頂
け
る
様
に
頑
張
り
ま
す
。

（
遠
藤
和
秀
）

編
集
後
記

広
報
分
科
会　
　
　
　

会　

長　

冨
田
陽
子

副
会
長　

堀
口
恵
一

委　

員　

和
田
成
功

清
水　

明

児
玉
洋
一

遠
藤
和
秀

新役員で頑張ります

山北町ホームページ

議会ホームページ

→町議会のアイコンをクリック

編集発行／山北町議会　〒258-0195 神奈川県足柄上郡山北町山北1301番地4　TEL 0465-75-3653（直通）　FAX 75-3660 MAIL gikai@town.yamakita.kanagawa.jp

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で

　
　
　
　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を

　

岸
幼
稚
園
保
護
者
会

代
表　

杉
本　

伝
さ
ん

　

令
和
２
年
度
岸
幼
稚
園
の
保
護
者
会
役
員
は
、
会
長
、
副
会
長
、

会
計
、
書
記
、
写
真
の
５
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
々
、
山
北
町
の
出
生
人
数
が
減
る
に
あ
た
り
、
幼
稚
園
に
入
園

す
る
子
ど
も
も
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
歴
代
の
保
護
者
会
役
員
の
皆

様
が
作
り
あ
げ
て
き
た
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
よ
う

に
、
令
和
２
年
度
新
メ
ン
バ
ー
で
も
頑
張
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
影
響
で
、
保
護
者
会
役
員
の

ス
タ
ー
ト
も
ま
ま
な
ら
ず
、
予
定
し
て
い
る
幼
稚
園
の
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
が
ま
た
普
段
ど
お
り
に
幼
稚
園
に
通
う
事
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
は
、
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
色
々
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

岸
幼
稚
園
の
保
護
者
の
方
の
他
に
も
、
空
き
缶
の
回
収
な
ど
は
地

区
の
方
々
の
ご
協
力
の
お
か
げ
も
あ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
山
北
町
の
方
々
の
暖
か
い
目
で
、
子
ど
も
た
ち
を
見

守
っ
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

庁舎内テレビでも放映しています
お問い合わせ
議会事務局75-3653

議会の傍聴においでください議会の傍聴においでください
第２回定例会（予定）

6月10日（水）～6月10日（水）～

中止のお知らせ
５月20日（水）及び６月20日（土）に予定していたおしゃ

べりCafeは、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中
止させていただきますので、ご理解をお願いいたします。
　なお、７月以降の開催については、新型コロナウイ
ルスの状況等により、判断させていただきお知らせい
たします。

やまきた町議会




